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自己学習支援     構築 予備的評価
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最近 情報通信技術 発達   ､ 大学    授業 提供方法   ､               広      ｡      状況    ､ 大学等   組織的           取 組     ､ 情報機器 
活用 ､ 日常的 授業科目 対  学生 予習・復習 支援  学習環境 提供     今後   重
要    考  ｡
本論文  ､ 学生 自己学習 支援  目的 無償    (                       )        
動画配信                         利用  構築  学習支援     ､ 平成  年度後期    開講科目  試験的 利用 状況    説明  ｡    ､ 開発       予備的評価   ､ 当該科目 履修学生 対象   本     関        行  ｡   結果､      回
答学生 約  ％ 利用実績       自由記載 肯定的 意見 多       明      ｡    結果  本     運用 継続  意義 見      言  ｡     ：         ､      ､ 学習支援､ 予備的評価                                                                                )                ) )                                                                               )                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  ：                                                       .        .      (    )
原 著
       
情報通信技術 発達   ､ 数年前      同等以
上 性能 有  携帯型 端末 普及 ､      種類 通信網 世界的 整備      ､ 職場 家庭     ､     ､     ､                環境 整     ｡      状況 背景 ､ 我 
国 高等教育機関  ､ 新入学生        教育､
従来 授業 質 改善､ 社会人学生 入学 容易   手
段､    目的 ､               導入 急速 進    ､ 平成  年時点 ､ 東京大学､ 玉川大学､ 青山学
院大学､ 佐賀大学､ 東北大学 事例 有名    )｡ 文部
科学省  ､ 平成  年度  ､ 現代的教育   取 組 
支援      中           支援      加  ､ 大学教育            普及 力 入    ｡      大学等   組織的           取 組  加  ､ 情報機器 活用 ､ 日常的 授業科目 対  学生 予習・復習 支援  学習環境 提供     ､ 今後   重要    考  ｡
本論文  ､ 無償    (                       )       ､ ) 動画配信                         利用  構築  学習支援       試験運用状況､
試験運用後 学生 対象   行       結果    報告  ｡
学習支援     構築 . 機 能
著者  ､     年度  学部講義                活用  講義 実施    ｡    講義     ､ 黒板  板書    ､                                使  書 ､ 講義終了
後 ､                           変換 ､   公開用                ､ 学生 後
日利用          ｡    平成  年度  ､    教材 活用                          (   ) 研究開発 取 組 ､            開発 ､
高校生向  物理学      教材 配信 行   )｡
本研究 開発  学習支援      ､      講
義            公開 利用実績､    配信 
研究成果､ 最近 情報端末機器 多様性､      ､ 以
下 ａ ～ｄ  機能 実現       ｡
ａ  学生 個人    構築   ､ 個々 履修､ 出席､
利用状況 管理
ｂ      加  ､ 講義 音声 手書        ､   教材 公開
ｃ          普及 進    携帯端末 (        ､    ､        )    利用
ｄ  学外   安全      障害発生時  迅速 対
応 可能       管理 . 実装方法 .   基本方針        公開用              教
材配信     開発  ､       上 動作        独自 記述 ､           機能 実現    ｡ 本研究 実現 目指 機能 ａ  ､ 通常､               組 込     機能     ､ 今回 開発  ､ 既存                 ､    実現困難 機能     ､ 新        開
発     全体 運用方法 対応       ｡
本                  ､ 世界中 多  大学  利用実績                 採
用  ｡       ､                               管理     動作  環境                       ｡                ､       管理    ､          開発環境      化     無償 配布     ､       導入 容易     ｡ 今回 ､                      導入       ｡      利用     ､ 科目 受講管理､ 出席､ 利
用状況   学習支援    多  機能 容易 実現可
能   ｡       ､    教材 配信 関   ､                配信 行          配信 行        ｡    教材  ､ 著作
権等 制約  利用者           配信 禁止       多   ､   ､ 教員 独自 作成     教材 関   ､ 利用 管理 再配布 禁止 行   場合   ｡   問題 解決      ､        配信 必要不可欠   ､      利用実績   ､         配信 一般的                                (    ) 対応                         (    )  導入       ｡ .      環境 端末 .   述             稼働      ､ 学
内外      可能             台用意  ｡  台       仕様 同  ､ 機種     社             ､    ：                  ､    ：   ､        ：             ｡                加  ､                           準備  ｡                             (  )  ､                    ｡       ､      組 込       ､ 一台             上      稼働   
設定 行 ､   一台                               利用       ｡              端末   ､      
加 ､ 利用者 増加         社         ､
大柳俊夫､ 仙石泰仁
―  ―
     ､         社以外               利用                          社          導入  動作試験       ｡ .         対策
本開発     ､ 学外                  ､ 不正     情報漏洩 対        
対策 必要   ｡ 本            ､      認証 行      ｡      認証  ､ 本    独自            発行  事 出来  ､
利用  学生 利便性      不正利用 防止 考慮  ､ 大学 認証    利用       ｡    ､
本     利用者 ､ 大学        使 場合 
電子    受信 入力  自分    名       使      ｡   ､ 本           学外   行         ､    認証 際    名       外部  漏洩 防    ､     時 ､           間 通信 暗号化       ｡  障害発生時  対応   ､      定期的        重要   ｡ 本     利用             ､           呼                組 込     ､  時間               自動的 作成  事    ｡                     取    事 ､                障害 発生  場合､         復元     容易   ､ 迅速 復旧 可能   ｡ .      教材 作成 配信
今回開発  学習支援     ､ 新  試    ､
著者 担当  授業科目 講義 音声 手書         提供 行 ｡ 講義 音声 手書     ､ 講義     書        上 ､         社              利用  容易 録画   ｡ 録画後 ､ 同       使  ､   編集 行 ､最終的         
形式         作成        ｡    作
成          形式                          使  配信  ｡    ､ 利用  端
末      ､         ､     場合､            利用            自体 端末                   可能 ､       教材 
映像 音声            使 場合 比  高
品質   事 可能   ､     端末             使   事  ､            開
発  ｡        ､       元 端末 種類 
調 ､ 端末 種類      教材 配信方法 動的 変
更       ｡      教材 関   ､ 高速            回線 必要性        接続
機器 設定                        場合   等 理由  ､ 学外                   設定  ｡  ､    教材以外 教材､ 情報 ､       機能
     登録 ､ 配信 行      ､ 学内外 端末  利用        ｡ 例  ､      文書､          ､                    ､     文書､
写真   静止画像､ 動画像               ､     作成     容易             ｡ . 開発  学習支援     .   概要
開発  学習支援      ､ 学内外          使              ｡ 図         表示   画面 示 ｡   画面  ､ 学習支援     説明､ 全体   知   注意事項 掲載    ､
実際 利用      ､    名       入力               ｡
例   ､    名     (大学内  実在      名   )      直後 表示   画面 図  示 ｡          履修    科目一覧      欄 表示   ｡   画面 ､ 科目名        ､ 各
科目     表示   ｡ 図  情報科学        表示   画面 示 ｡     中央  ､  知   各回 講義 表示     ｡ 各回 講義 欄  ､ 講
義 概要､ 講義         (“   ”)､ 講義    映像     (“    ”)    ､ 講義 資料      張     場合   ｡   ､     右  
出席欄   ､      出席､ 欠席､ 出欠       確認        ｡ 出欠欄 “詳細”        ､ 図  画面 表示  ､ 講義 各回 出欠 確認 
自己学習支援     構築 予備的評価
―  ―
図  学習支援       画面
利用  学生 ､ 大学         使        ｡
       ｡     左  ､      欄 他 人
欄   ､“参加者”        新      開 ､  科目 全履修者 名前､           状況 
確認   ｡ .   動作状況
開発  学習支援         (          )､     ､         ､    ､                動
作 調査  ｡   結果､    教材以外 ､     端
末 予定通  動作 確認  事    ｡    教材 
関   ､          映像 音声 再生 大  遅延 
発生 ､    教材   使  状況      ｡   
他 端末  ､    教材 問題  再生  ､ 利用可能 状況    ｡         関   ､ 設定通  時間毎                       取         ､ 現在 継続    ｡    ､ 学習支援      年以上稼働      ､        ､ 安定 運用 続  事      ｡
学習支援     評価 . 方 法
開発     評価   ､ 試験運用 利用実態 把握    記名式質問紙 (図 )          実施 ､
有効性 今後 方向性    検討  ｡       ､
平成  年度 情報科学Ⅱ (履修学生  年生 ､ 全学科選
択科目)､    保健医療統計学 (履修学生 理学療法学
科､ 作業療法学科  年生 ､ 理学療法学科 必須科目､
作業療法学科 選択科目)  最後 講義 終   後 行 ､ 最後 講義 出席者全員  回収  ｡   倫理的配
慮   ､ 本       記載 ､ 可能 範囲  記載 良   ､     ､ 当該科目 成績 反映      ､       用紙 記載           実施
前 口頭 学生 伝  ｡
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図      後 画面      欄 履修科目 表示   ｡ 科目名       
各科目     表示   ｡
図  情報科学  画面
図  出欠 詳細画面
 . 結 果      集計結果 表  示 ｡   ､ 利用     理由､ 自由意見 集計結果     表  表  示 ｡
表   ､ 回答総数   名中､ 利用者数   名､ 非利用
者数   名 ､       回答       学生 本     利用経験    ｡ 利用 目的     ､ 講義    閲覧     ､ 出欠      高    ､ 講義             利用        事 明      ｡ 端末    ､           非常 高 
利用率     ､ 携帯端末     利用        ｡   表   ､ 利用     学生  名中 半数近    名 ､ 利用     理由   “休       ” 回答    ｡ 表   ､ 全回答者   名中  名 “講
義 理解 役立 ／復習 役立 ／便利”  自由意見 
記入    ｡
考 察 . 学習支援     機能
実現 目指    機能    実装       ､
半年間 試験運用期間中 問題 発生       安定 動作        ､ 当初 目的 十分 達成    考  ｡   ､       採用  事 ､       持    他 多  機能 利用        ､ 教員側       機能 有効活用              ､
学生       利用価値 高         考  ｡
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図  学習支援    関       
表  学習支援     利用状況
利用者数 括弧内 ､ 回答総数 対  割合､   他 括弧内 ､ 利用者数 対  割合 表 ｡
   教材 配信              問題 ､             教材              方法 変更   改善   ､          端末側 
処理能力 問題 考    ｡    対       ､         ､     場合 ､        配信 教材  別 形式 受信 再生      ､ 問題 発生      考  ｡       ､      ､         ､     利
用    形式          含 ､           端
末  再生      ､       端末 対象 加    抜本的 対応 今後考         ｡               ､        組 込               使     ､ 管理者 負担       状況   ｡現在                         教材        配信   以前 ､ 既
存     社       上                              利用    ｡   時                  取    ｡                 
導入後､          使       復元 行     ､       上 稼働    状況 同 状態      容易         ｡   経験  ､                    有効 ､ 現     障害 発生  場合  ､ 迅速 復旧 可能 考  ｡ .      調査結果
本学習支援     利用 ､ 学生個々人 自主性 任         ､      状況下 約  ％ 利用       ､ 本     運用 継続  理由   ､
十分 利用率 考  ｡ 現在提供    出欠状況､ 講義    関   ､         ､      高 利用率       自由意見  ､ 今後 継続  提供  意義    言  ｡     利用率 高   理由   ､
出欠 関   ､ 定期試験 受験資格 “講義  分  以
上 出席”   要件     出欠 確認 必要   
 ､ 講義    関   ､ 当該授業科目 定期試験 
“自筆 講義   持 込 可”     準備 必要    ､    考    ｡ 一方､ 講義     利用率      低 ､ 利用者 限     ｡ 自由意見  ､
学外  利用       ､ 利用率 上    理由 
一  考    ｡   ､ 講義 休  出席 ､ 講義内容     聞    学生     ､ 少             時点  必要        言  ｡    
再試験    学生 中 ､ 再試験 前 講義    教
材 見   学生              明        ｡   本学習支援    ､ 在学中､ 自分 履
修  科目 関      見              ､ 卒業論文作成時   必要    時 ､ 講義    教材 見 学生      期待   ｡      
観点  ､ 必要 時 自己学習       講義    教材 用意       意義    考  ｡    ､
保健医療 専門職 養成     ､      医療技術 習得  必要   ､ 本     利用 卒業後  広         ､ 大学 講義 演習 学習  内容 
卒業後 繰 返 確認  知識 技術 結    自己学
習 ) 可能   ､ 卒後教育    本     有効   ､           大学   構築     今
後重要    考  ｡       
本論文  ､ 学生 自己学習 支援  目的 構築  
情報        説明 ､ 平成  年度後期 試験的 
利用  授業科目  学生 利用状況等 関           報告  ｡      結果  ､ 本学習支援     運用 継
続  意義 見      ､ 今後､ 学生 学習支援  
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表  利用       名 学生 理由 表  自由意見 集計結果
  進      ､ 現在本     登録    授業
科目       充実        ､ 他 授業科目 登録 利用 積極的 呼    必要   ｡
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